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QA14 一般食品の基準値を 100 ベクレル/kg とした根拠を教えてください

 「一般食品」の基準値を計算する際には、年齢などの違いによる影響をきめ細やかに評

価するため、年齢や男女別、妊婦など 10 区分に分け、年齢区分別の食品摂取量や、代謝等

を考慮した線量係数を用いて、1 年間の摂取で介入線量レベルに相当することとなる食品

1kg 当たりの放射能の濃度（限度値）を算出しました。また、流通する食品の汚染割合につ

いては、コーデックス委員会が汚染地域からの食品の占有率という考え方を採用している

ことを踏まえ、我が国の食料自給率（平成 22 年度はカロリーベースで 39％、平成 32 年

度までに 50％を目標）等との関係から、流通食品の半分が汚染されているという安全側の

想定に立っています。その上で、各区分の限度値の中で最も厳しい 13～18 歳男性の 120 ベ

クレル/kg を安全側に切り下げた 100 ベクレル/kg を、全年齢区分の一般食品の基準値とし

て適用することで、乳幼児をはじめ、すべての世代に配慮したものとなっています。

出典：厚生労働省「食品中の放射性物質に係る基準値の設定に関する Q&A について（平成

24 年 7 月 5 日）」より作成
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